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シンポジウム
「メディアとしてのロボット」
̶ナムジュン・パイク K-456 から 50 年̶
「ロボット時代の人文学」 草原真知子 ( 早稲田大学 )
「人間型ロボットの言語と身体」 松山洋一 ( 早稲田大学／カーネギーメロン大学 )
Subsculpture: Reﬂections on Robots, Arts, and Culture
Erkki Huhtamo (UCLA)
「ナムジュン・パイクと K-456」 阿部修也（アーティスト／エンジニア）
2014. 12.19 Fri.16：30-19：30 (16：15 開場 )
早稲田大学戸山キャンパス 33 号館３F 第一会議室
入場無料 通訳あり
主催：早稲田大学文化構想学部表象・メディア論系、科学研究費助成事業
共催：私立大学戦略的研究基盤形成支援事業
「メディアとしてのロボット」̶ナムジュン・パイク K-456 から 50 年̶
Robot as Media: 50 Years since Nam June Paik’s K-456 (and McLuhan’s Understanding Media)
1964 年、今からちょうど半世紀前にマーシャル・マクルー
In 1964, exactly half a century ago, Marshall McLuhan
ハンは「メディア論」でアーティストはテクノロジー社会の stated artists foresee the future of technology society and
未来を予見し、人々に心の準備を促すと説きました。同じ年 let people prepare for what may happen. The same year
に登場したロボット K-456 はニューヨークの街路を歩き、交 Robot K-456 was born, which walked on the streets of
通事故に遭いました。まだロボットが SF 世界の住人だった
時代に、なぜナムジュン・パイクはアートとしてロボットを
作ろうと考えたのでしょうか？
昨年に引き続き阿部修也さんをお迎えして、今回は阿部さん
がパイクと共同制作したロボット K-456 についてお話を伺い
ます。パイクにとってのロボットとは？そもそも放送技術者
だった阿部さんがロボットを作ることになったのはなぜ？
New York and was later hit by a car. Why Nam June Paik
decided to create a robot when robots still lived in the
world of Sci-Fi?
We are inviting Shuya Abe again, this time to hear about
K-456 he collaborated with Paik. What was Robot for
Paik? What made Mr. Abe to be involved?
ロボット研究で知られるアメリカのカーネギーメロン大学の Yoichi Matsuyama from Carnegie Melon University will
若手研究員、松山洋一さんからはロボットと人工知能の最前 introduce the latest issues and problems in robotics and
線の紹介と問題提起、ロボットと人工知能を扱った大規模な AI. Prof. Erkki Huhtamo from UCLA, who is internationally
メディアアート展 Alien Intelligence (2000, ヘルシンキ ) の
キュレーターで近年はメディア考古学の創始者として国際的
known as the pioneer of Media Archaeology, and who
curated a large-scale media art exhibition on robots and
な注目を集める UCLA のエルキ・フータモ教授には、ロボッ AI already in 2000, will discuss robot, art and culture with
トとアートと文化の関係を幅広い視点から語っていただく予
定です。
日本のヒューマノイド研究をリードしてきた早稲田大学で、
ロボットを巡る新たな人文学の展開を目指すエキサイティン
グなひとときに、みなさまの参加をお待ちしています。
a wider spectrum.
We hope it will be an exciting evening at Waseda
University, the home ground of humanoid research in
Japan.
プログラム ※時間は多少前後することがあります
16:30-16:40 司会挨拶「ロボット時代の人文学」 草原真知子 ( 早稲田大学 )
16:40-17:10
「人間型ロボットの言語と身体」
松山洋一 ( 早稲田大学／カーネギーメロン大学 )
17:10-18:10 “Subsculpture - Reflections on Robots, Arts, and Culture” Erkki Huhtamo (UCLA)〈逐次通訳あり〉
18:15-19:30 「ナムジュン・パイクと K-456」 阿部修也（アーティスト／エンジニア）
聞き手：Erkki Huhtamo, 松山洋一 司会：草原真知子 ○ 終了後にレセプションを予定しています
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